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ディーラーの独り言 （2018 年 1 月 22 日） 

 

◆本日の予想レンジ 

ドル円   110.05～111.00 

 

前週はドル円の下値模索が続く中、短期反発を狙ってのドル買いで勝負したが、結

局大きな反発はなく、111 円 48 銭までの上昇に終わってしまい、期待したほどの大

きな上昇はなかった。週明けも引き続き反発を期待したいが、どうも上値が引き続き

重そうだ。週末 19 日、米国の暫定予算案が成立せず、2013 年 10 月以来久々に、

一部政府機関が閉鎖となった。当時を思い出しても大きな混乱にはつながらないと

思われるが、それでも前回はその影響から米 GDP が 0.3%押し下げられ、米経済に

少なからずマイナスだった。また週末ドイツでは社会民主党（SPD）の党大会が行わ

れ、党内での連立賛成支持が反対を上回り大連立に向けて大きく前進したので、週

明けユーロ買いになっている。ユーロについてはテーパリングに向けたガイダンス変

更に注目が集まっており、今週開催される ECB 理事会待ちだ。今回は政策の変更

はないだろうが、ドラギ総裁の会見でのコメントから目が離せない。ドルは対ユーロで

売られやすくなっており、目先 112 円台をうかがうような反発は期待できず、下値は

節目の 110 円ちょうど付近、上値は 111 円ちょうどや 18 日の 111 円 48 銭付近が意

識されそうだ。110 円割れにストップのオーダーを置いて 110 円 50 銭を中心に上下

40 銭のレンジを見込む。 
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